
― 令和4年6月作成 ―

宍粟市健康福祉部福祉相談課 宍粟市地域包括支援センター

『高齢者が地域で生きがいをもち、

安心して暮らせるまちづくりをめざして』
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4-2.安心・安全の地域づくり事業･･･････････････････････････････････････････････････････
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③救急医療キット配布事業･･･････････････････････････････････････････････････････

④地域自立生活支援事業（給食サービス）･･･････････････････････････････････････････････････････

⑤福祉電話設置事業･･･････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・････

⑥高齢者地域支え合い活動事業･･･････････････････････････････････････････････････････

（１）要配慮者の災害時支援事業･･･････････････････････････････････････････････････････

①啓発活動･････････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・････････････

（２）高齢者見守り事業･････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・･･････････････

①要配慮者災害時避難支援個別計画作成･･･････････････････････････････････････････････････････

②災害時保健活動マニュアルの整備･･･････････････････････････････････････････････････････

（１）介護者支援事業･･････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・･････････････
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（３）人材確保施策・福祉資格取得助成事業･･･････････････････････････････････････････････････････
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（４）防災と福祉の連携促進による個別支援計画作成促進事業･････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・･･････････････
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（６）第2号被保険者の要介護認定状況･････････････････････････････････････・・・・・・・・･･････････････････

（７）要介護認定者と事業対象者の認知症・障害区分別人数････････････････････････
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（１）要介護認定者出現率（第1号被保険者に対する割合）の推移････････・・・・・・・・・・・・・・・････････
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一宮
保健福祉課

1
（兼務）

1

1
（兼務）

波賀
保健福祉課

1.包括的支援事業（地域包括支援センターの設置・運営）

（１）地域包括支援センターの設置状況

　中核的な役割を担う地域包括支援センターは市直営で１か所設置しています。また、市内全域で地域
包括支援センター機能が行き渡ることを目的に、各保健福祉圏域（一宮、波賀、千種）の保健福祉課を
地域包括支援センター支所(サブセンター）として位置づけています。

　　※各支所に保健師1名配置（地域包括支援センター支所業務他を担当）

（２）地域包括支援センターの職員の配置

　地域包括ケアシステムの構築に向け、地域包括支援センターの機能強化を図るため、平成27年度より
「認知症地域支援推進員」と「生活支援コーディネーター」を配置しています。
 
単位：人

主任介護支援専門員
（ケアプラン作成・介護支援専門員支援等）

介護支援専門員
（介護予防ケアマネジメント業務等）

認知症地域支援推進員
（認知症相談・施策推進等）

生活支援コーディネーター
（生活支援サービス基盤の整備・ネットワークの
構築等）

社会福祉士
（総合相談・権利擁護等）

保健師
(介護予防事業・連携会議等）

職          種
　（  主な業務   ）

地域包括支援
センター

千種
保健福祉課

2

1

２
（兼務）

１
（兼務）

１
（兼務）

3

1

2

１
（兼務）

2

１
（兼務）

1

高齢者実態把握員
（高齢者世帯の生活状況の把握等）

2 2

・介護予防
　　ケアマネジメント業務

　　ケアプランの作成
　　実績報告

宍粟市地域包括支援センター

● 包括的・継続的ケアマネジメント事業（主任介護支援専門員）

● 介護予防ケアマネジメント（保健師・介護支援専門員）

● 総合相談支援・権利擁護（社会福祉士）

● 任意事業

● 家族介護支援事業

● 成年後見制度利用支援事業

● 介護給付費適性化事業

一宮市民協働センター
（一宮保健福祉課）

メイプル福祉センター
（波賀保健福祉課）

保健福祉センター
エーガイヤちくさ
（千種保健福祉課）

居宅介護支援
事業所

地域包括支援センター支所

一部委託

1



5

委　員　の　所　属　機　関　・　団　体会　議　名

17

⑤介護者の会

⑥認知症キャラバンメイト

各事業所代表の主任介護支援専門員

認知症施策検討会

⑥短時間通所サービス事業所

8

⑦民生委員・児童委員

①介護支援専門員

②認知症対応型通所介護
　サービス事業所

④認知症家族会会員

④司法書士会

⑤介護保険施設

（３）地域包括支援センター運営協議会

⑬地域密着型サービス事業所（通所系）

構成
員数

⑧第1号被保険者

⑨第2号被保険者

①医師会

②歯科医師会

⑩介護者

⑪社会福祉協議会

⑫医療機関

⑭地域密着型サービス事業所（入居系）

⑮居宅介護サービス事業所（通所系）

⑦地域包括支援センター
（認知症地域支援推進員）

③認知症対応型共同生活介護

⑯居宅介護サービス事業所（訪問系）

⑧地域包括支援センター
（保健師）

③薬剤師会

介護支援専門員専門部会

⑰介護支援専門員専門部会

　 地域包括支援センターの運営について、関係機関代表からなる17名の委員で協議、評価する場とし
て運営協議会を設置しています。
   宍粟市地域包括支援センター運営協議会には、介護支援専門員専門部会・認知症施策検討会の部会
を設置しています。協議会での決定事項は各専門部会で協議され、各専門部会での意見は、宍粟市地域
包括支援センター運営協議会で協議しています。

①宍粟市地域包括支援センター運営協議会・専門部会の構成員

地域包括支援
センター運営協議会

2



【第１回】

【第２回】

【第１回】

【第１回】

【第２回】

認知症施策検討会

書面開催

宍粟市地域包括支援
センター運営協議会

令和3年6月15日（火）

令和4年3月15日（火）

内　　　容

令和4年3月16日（水）

会　議　名

○宍粟市地域包括支援センター運営協議会
　　令和３年度地域包括支援センター事業報告について
　　令和４年度宍粟市地域包括支援センター運営方針について
　　令和４年度地域包括支援センター事業計画について
　　介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント事業の一部委
　　託について
　
○宍粟市地域ケア推進会議
　　令和３年度に実施した自立支援サポート会議より見えてきた
地域課題について委員より意見を伺う

2回

開催回数

○令和3年度認知症に関する事業実施報告について
○令和４年度の事業計画について
○認知症施策検討会の参加者について

書面開催

○令和２年度活動報告
○令和３年度活動方針と具体的な活動計画について
　　介護支援専門員研修会の開催について
　　避難行動要支援者への対応について

介護支援専門員専門部会 1回

宍粟市役所北庁舎・オンライン

2回

○令和3年度認知症に関する事業について
　　認知症予防健診について
　　SOSネットワーク伝達訓練、高齢者声かけ訓練開催について
　　認知症サポーターキャラバン活動について
　　認知症啓発、家族支援について

②宍粟市地域包括支援センター運営協議会及び専門部会の開催状況

令和3年8月12日（木） 宍粟市役所北庁舎

令和3年7月16日（金）

○宍粟市地域包括支援センター運営協議会
　　令和２年度宍粟市地域包括支援センター事業実績について
　　令和３年度宍粟市地域包括支援センター運営方針について
　　令和３年度地域包括支援センター事業計画について
　　介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント事業の一部委
  　託について

　令和３年度の宍粟市地域包括支援センター運営協議会は、新型コロナウイルスの感染拡大防止によ
り書面にて２回開催しました。
　運営協議会には２つの専門部会を設置しています。各専門部会での協議結果は運営協議会に提案
し、運営協議会での決定事項は各専門部会での取り組みとして協議します。 また、宍粟市地域包括
支援センター運営協議会の委員は、地域ケア推進会議の構成員を兼ね、２つの会議を同時開催してい
ます。

3



（４）総合相談事業

5,983

953

1,331

関係機関
からの相談

Ｒ元
年度

165

693

1,054

944

2,505

275

10,149

827 921

1,386

969

1,118

1151 85

344

95

114

波賀保健福祉課

平成30年度

10,081

404

訪問件数

344

＜年度別実績＞

10,149

413 953

一宮保健福祉課

計

相談窓口

846

訪問件数

2,221

678

電話相談

5,554 3,561 307

2,505

163 390

1,326

訪問件数

＜相談窓口・形態・年度別実績＞

362

3,819

944

2,156

1,331

　総合相談事業は医療・介護・福祉サービスの調整や継続的な支援の最初の入り口となる業務です。
　相談内容は、医療・介護・福祉・権利擁護・生活支援・消費者相談など多種多様です。相談の緊急性
や家族の状況を考慮し、関係機関との連携によって必要な支援を提供しています。

関係機関
からの相談

来所相談

来所相談

電話相談

計

＜相談窓口・形態別のべ件数＞

1,137

R元
年度

R２
年度

13,598

計 956

234 297

1,151

85

12,640

R２
年度

来所件数

2,434

相談窓口

宍粟市地域包括
支援センター

※健康管理システム、地域包括支援システムから年間の実績を抽出したものです。
　関係機関とは、介護支援専門員、医療機関、警察、介護サービス事業所、民生委員・児童委員等です。
　関係機関からの相談件数は訪問・来所・電話相談とは重複していません。

相談形態 令和２年度平成29年度

6,960 10,149

1,2584,305

423

9,349

R３
年度

R３
年度

R３
年度

1,252

12,436

481

370

95

253

R元
年度

404

702

10,714

R３
年度

120

波賀保健福祉課

2,434 3,043

378 423

3,362

230 97

420

1,258

956

1,518

1,553

千種保健福祉課

1,640

計

184

一宮保健福祉課

682

千種保健福祉課

362

10,166

203

2,505

R２
年度

令和３年度

481

7,578

7027,578

電　話

令和元年度

420

4,305

R元
年度

1553

13,598

3,043

Ｒ２
年度

宍粟市地域包括
支援センター

165

1,649944

175 114

10,166

3,362

1,518

2,604

91

1,592
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千種

20人

合　計

8,823件

＜事業対象者＞

669件 10,747,431円

家事援助訪問サービス

地域活動訪問サービス

②家事援助訪問サービス

5,759,068円

1,913件

12,129,269円

2,316件

金額

介護予防事業所で、体力の向上を目的とした運動プログラムを行います。

令和元年度

53,575,591円

令和２年度

令和３年度

1件

【 通所型サービス　】

通所介護事業所で自立した生活の維持を目的とした体操やレクリェーション等を行います。

令和元年度

件数

2件 100,000円

ホームヘルパー等が訪問し、家事援助（掃除・洗濯・買物等）を行います。

（１）介護予防・生活支援サービス事業

150,000円

件数

令和３年度

金額

419件

住民やボランティアグループ等が、地域の総合事業対象者等に生活援助（ごみ出し等）を行いま
す。

2.介護予防・日常生活支援総合事業

②自立支援通所サービス

件数

4,752,204円

749件

令和２年度

件数

③地域活動訪問サービス

650件

45,444,457円

49人

　介護予防・生活支援サービス事業には、訪問型サービスと通所型サービスがあります。

10,847,824円

　介護予防・日常生活支援総合事業は、高齢者の「介護予防」と「日常生活支援」を目的とした事業で
す。介護予防・日常生活支援総合事業では、高齢者がいくつになっても生きがいを持ち、住み慣れた地
域で安心して暮らしていくことができる取り組みを進めます。

自立支援通所サービス

【 訪問型サービス　】

222人

一宮 波賀圏域

人数

1,125件

件数

（令和４年３月末現在）

　基本チェックリストの項目に一定数該当した人は、事業対象者として総合事業を利用できます。要支
援認定の人が更新申請時に認定を受けずに、基本チェックリストによって事業対象者となる人もありま
す。

金額

1,073件 1,071件20,116,832円

③短時間通所サービス

①介護予防通所サービス

通所介護事業所で生活機能を維持向上し、要介護状態を予防するための機能訓練等を行います。

62人

23,469,180円28,009,800円 20,777,524円

43,814,940円

19,682,981円

3件 50,000円

①介護予防訪問サービス

5,061,376円

介護予防訪問サービス

ホームヘルパーが訪問し、身体介護（入浴・排泄の介助等）や家事援助（掃除・洗濯・買物等）を
行います。

金額

351件

介護予防通所サービス

7,724件10,773件短時間通所サービス

山崎

金額

20,780,052円

328件

91人

件数 金額

1,964件

5



【　参考資料　】

197人 （令和４年３月末現在）

＜事業対象者の性別人数＞

55人

波賀

（令和４年３月利用実績がある方）

＜短時間通所サービス（ミニデイ）の利用者数＞

40人

人数

千種

20人

25人

女性

222人

山崎圏域

　※短時間通所サービス利用は事業対象者、要支援１、２の方が利用できます。

57人

一宮

性別 合計男性

合　計

172人人数

該当

１ 0．はい 1．いいえ

２ 0．はい 1．いいえ

３ 0．はい 1．いいえ

４ 0．はい 1．いいえ

５ 0．はい 1．いいえ

６ 0．はい 1．いいえ

７ 0．はい 1．いいえ

８ 0．はい 1．いいえ

９ 1．はい 0．いいえ

１０ 1．はい 0．いいえ

１１ 1．はい 0．いいえ

１２
18.5未満
該当

１３ 1．はい 0．いいえ

１４ 1．はい 0．いいえ

１５ 1．はい 0．いいえ

１６ 0．はい 1．いいえ

１７ 1．はい 0．いいえ

１８ 1．はい 0．いいえ

１９ 0．はい 1．いいえ

２０ 1．はい 0．いいえ

２１ 1．はい 0．いいえ

２２ 1．はい 0．いいえ

２３ 1．はい 0．いいえ

２４ （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1．はい 0．いいえ

２５ 1．はい 0．いいえ

基本チェックリスト

NO 質　問　項　目 回　答

バスや電車で１人で外出していますか

日用品の買物をしていますか

預貯金の出し入れをしていますか

友人の家を訪ねていますか

家族や友人の相談にのっていますか

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

運動
3/5

以上
該当

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

１５分位続けて歩いていますか

この１年間に転んだことがありますか

転倒に対する不安は大きいですか

６ヵ月間で２～３ｋｇ以上の体重減少がありましたか
栄養
2/2

該当身長　　　　　　　　ｃｍ　　　体重　　　　　　　ｋｇ　　【ＢＭＩ=体重÷身長÷身長】

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか
2/3

以上
該当

お茶や汁物等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

週に１回以上は外出していますか
16に
該当

昨年と比べて外出の回数が減っていますか

周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか
1/3

以上
該当

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

今日が何月何日かわからない時がありますか

（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない

2/5
以上
該当

（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

上記Ｎо.1～20で

10/20
以上該当

6



①介護予防普及啓発

④介護予防講演会

―

内　　　容

しそうチャンネル

老人クラ
ブ会員

市内全域

参加人数

内　　　容 参加人数

老人会クラブ健康教室

※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため数か所中止

※　新型コロナウイルス感染拡大防止により7回中止

41回

各公民館

〇フレイル予防について

開催回数

〇智子の健康づくり（体力づくり編）
　　　　　　講師　　：スポーツインストラクター　加藤智子　氏

③コグニサイズ教室

　高齢者のみでなく認知症予防への関心は高まっています。平成29年度から新たな運動教室を取り
入れ、比較的若い年代を対象とした認知症予防教室を開催しました。令和元年10月からは山崎と波
賀の2会場でそれぞれ月に2回開催しています。
　

②健康教室・健康相談

開催回数：

　様々な機会を利用して、健康づくりや介護予防を目的とした知識や実践方法の啓発普及を図ります。

開催回数：

参加人数（合計）： 250人

内　　　容 対象者

公民館等で老人クラブを対象に定期的な健康教室や健康相談を開催します。

24人

24人2回

2回 参加のべ人数：

250人
講師：コグニサイズ指導員　加藤智子　氏

※コグニサイズとは、認知症予防を目的とした脳活性化 プログラムです。ス
テップなどの運動と計算などの課題を同時に行うことで、記憶力の向上や認
知機能の改善を図ります。

宍粟防災センター
メイプル福祉センター

介護予防番組放送

概ね60歳以上

(２)一般介護予防事業（ 介護予防普及啓発事業 ）

参加人数

コグニサイズ教室

対象者

対象者

内　　　容 対象者 参加人数

介護予防講演会 令和4年3月18日（金）

市内全域 16人
〇いつまでも歩き続けたい
　　　　　～歩く姿勢の３つのポイント～
　　　　　　講師：コスモス・訪問看護ステーション
　　　　　　　　　　　　　　　新庄優子　理学療法士

介護予防講演会 令和３年１２月７日（火）

市内全域 29人
〇丈夫な年の重ね方
　　　　　～元気で過ごすための３つのルール～
　　　　　　講師：コスモス・訪問看護ステーション
　　　　　　　　　　　　　　　新庄優子　理学療法士

7



オーラルフレイル予防

体を動かして楽しく脳トレとストレッチ
講師：スポーツインストラクター

講師：管理栄養士

26回 286人
講師：歯科衛生士

フレイル予防で健康寿命を延ばそう！

※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため数か所中止

4回

1回

198人

講師：理学療法士

7回

手遊び・音遊びを楽しみましょう
講師：音楽講師　他

268人

9人

　公民館等を活用して住民が主体的に運営する「通いの場」に、専門職等を派遣し、より効果的な場
の運営を支援します。

シニアはメタボよりフレイル予防

開催回数：

68人

20回

成年後見制度についてわかりやすくお話します
講師：社会福祉士

34人

(３)一般介護予防事業（ 地域介護予防活動支援事業 ）

　高齢者が身近な場所で気軽に集まり、介護予防活動を実践する通いの場づくりを応援しています。地
域で活動している団体に、講師派遣を行い、健康づくり・介護予防に関する30分程度のミニ講座を開催
し、住民同士のつながりや、通いの場を地域に広める取り組みを行っています。

みんなで集まるって楽しいね！

これからの生活をポジティブに生きよう！

知ろう　学ぼう　消費者トラブル！

元気な体力づくりでフレイル予防

1,555人

音を楽しんで、笑顔大作戦！

7回

参加人数

61人

23回

162人

4回

参加のべ人数：

生活の中でできる認知症予防のポイントとコツ
講師：認知症地域支援推進員他

①いきいきクラブ（高齢者の通いの場づくり）

脳トレ＆簡単ストレッチ体操

みんなで楽しく簡単な手話をやってみよう
講師：手話通訳者

141回

手話を学ぼう！手話で歌おう！

122人

66人

84人

6回

講師：保健師

開催回数内　　　容

自分のために、家族のために考えましょう
講師：終活カウンセラー

宍粟にひそむ悪徳商法を知ろう
講師：消費生活相談員

12回

今日からできる認知症予防

自分を見つめ　今をよりよく　自分らしく生きる

地域の力、支え合いや人とのつながりは大切です
講師：生活支援コーディネーター

11回

197人20回
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＜いきいき百歳体操実施状況＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

山崎

65歳以上人口

14.1%

年間活動回数

17197人 

114回

登録者率

令和4年3月末現在

16

登録者数

787人 

1,770人 

81

121か所

　いきいき百歳体操教室にインストラクターを派遣しています。教室では、いきいき百歳体操の指導
や体力測定、アンケートを実施しより効果的な教室の運営を支援しています。

47か所

7人

活動実人数 活動のべ回数

0

555人 

10.5%

一宮

内　　　容 会場

④いきいき百歳体操支援活動

開催回数：

地域包括支援センター・
インストラクターの支援回数

宍粟市 13.6%

215人 千種

18か所

いきいき百歳体操
インストラクター

教室開設数

参加人数

　令和3年度は、兵庫県が実施主体であるフレイルハイリスク者へのアプローチ強化事業におけるか
かりつけ医でのオーラルフレイル改善体制整備事業に取り組み、オーラルフレイル改善プログラムを
実施しました。

0人
※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止

②オーラルフレイル改善体制整備事業

いきいき百歳体操インストラクター研修

—

オーラルフレイル検査（滑舌の衰え、口腔粘膜湿潤度、舌圧の測定）
や予防のための保健指導を実施
（対　象）1教室
（回　数）2回
（実施者）歯科衛生士、歯科医師、保健師

※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、1回中止

0人

開催回数 参加人数

0回

内　　　容 開催回数

7,515人 

3か所

18.9%

0回 参加のべ人数：

オーラルフレイル改善体制整備事業

1回 12人

③いきいき百歳体操支援者育成事業

　いきいき百歳体操教室は、老人クラブ等が主体的に運営しています。教室運営の支援や正しい体操の指導を
目的として、いきいき百歳体操インストラクターを養成しています。教室の活性化のみでなく、活動を通してインス
トラクターの生きがいづくりになっています。

波賀

14か所

2,943人 

1,400人 

1,190人 

ケアハウス白寿・青い家・ひまわりの家

合計　：　114回

39か所

その他 16人 

13,048人 

18.1%
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参加のべ人数

　口腔機能の改善によって高齢者が会話や食事を楽しめるように支援するとともに、関係職種が連携を
強め、口腔ケアサービスが地域包括ケアの一環として推進される体制づくりを目的としています。

開催回数

①いきいき百歳体操支援活動

（４）地域リハビリテーション活動支援事業

セラピスト16人
地域包括4人

開催回数

参集型
１回

ｵﾝﾗｲﾝ
１回

会場

286人

オーラルフレイル予防

（５）高齢者口腔ケア体制整備事業

　理学療法士や作業療法士がいきいき百歳体操の会場に出向き、より安全で効果的な運動を実践する
ための指導を行っています。専門職が教室に出向いて指導することは、参加者の意欲を高める上でも
良い効果が期待できます。

内　　　容

　病院や診療所、介護サービス事業所のセラピスト（理学療法士・作業療法士）が、地域リハビリ
テーションに関わるための連絡会です。連絡会では、市が取り組もうとしている地域リハビリテー
ション活動支援事業等の介護予防施策について情報提供し、地域リハビリや自立支援に対してセラピ
ストが担う役割と実践方法を検討しています。

CоｖiⅮ-19パンデミックで失ったものと得たもの　―歯科の立場から―
講師：日赤口腔外科　藤原成祥医師

令和3年10月23日（土）
15人

内容

歯科学術講演会 宍粟防災センター

市役所
北庁舎

②地域リハビリ連絡会

　地域で行われている介護予防活動の立ち上げ支援や教室のリーダーの養成や活動を支援します。宍粟
市では平成26年度より、いきいき百歳体操教室を通して地域介護予防活動支援事業を実施しています。

参加人数

いきいき百歳体操教室　26会場

口腔ケアの必要性やブラッシング指導、口腔体操の実施
講師：歯科衛生士

内　　　容

〇自立支援サポート会議への出役について
〇通いの場応援事業
　　　　　　ミニ講座「フレイル予防で健康寿命を延ばそう！」
〇新たな講座の実施について

9人
講師：理学療法士

フレイル予防で健康寿命を延ばそう！　　　　　　　　　　　　　いきいき百歳体操教室1会場

1回

参加人数
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【第１回】

○新型コロナウイルス感染症対策について情報提供
　　➀龍野健康福祉事務所より感染状況や県の取り組みについて
　　②宍粟市の取り組みについて
　　③公立宍粟総合病院の取り組みについて
　　④訪問看護ステーションの取り組みについて
　　⑤特別養護老人ホームやまさき白寿園の取り組みについて
　　⑥宍粟市医師会の取り組みについて
　　⑦宍粟市歯科医師会の取り組みについて
　　⑧宍粟市薬剤師会の取り組みについて
　　⑨宍粟市社会福祉協議会の取り組みについて
　　⑩介護支援専門員の取り組みについて
　　⑪ヘルパーの取り組みについて
　　⑫デイサービスの取り組みについて
〇第６波に備え感染対策について意見交換

　医療と介護連携の必要性や医療介護の相談窓口を関係機関や市民に周知することを目的にパンフ
レットを作成しています。相談窓口は、宍粟市地域包括支援センター・各保健福祉課に設定してい
ます。

（1）医療と介護の連携推進事業

①生活支援コーディネーター連絡会

　 高齢者が自宅で暮らしていくには、様々な生活の困りごとが発生することがあります。生活を支
援するサービスを対象者に応じて提供できる体制づくりは、生活支援コーディネーターが中心とな
り、地域づくりを視野に入れた取り組みを進めています。

　宍粟市では、第1層に2名（地域包括支援センターに配置）、第2層に2名（宍粟市社会福祉協議会
に委託）の生活支援コーディネーターを配置しています。第1層・第2層の生活支援コーディネー
ターの情報共有、情報交換、取組みの進捗管理を目的に連絡会を開催しています。

3-1.包括的支援事業（社会保障充実分）

（2）生活支援サービス体制整備事業

①医師会　　　　　②歯科医師会
③薬剤師会　　　　④社会福祉協議会
⑤訪問看護ステーション連絡会
⑥介護支援専門員専門部会
⑦訪問介護サービス事業所
⑧通所介護サービス事業所
⑨介護保険施設連絡会
⑩公立宍粟総合病院
⑪兵庫県龍野健康福祉事務所
⑫宍粟市健康福祉部
⑬その他会長が必要と認める者

　　　　　　　　　　　　　　　２１名

構成員内　　　容

①医療と介護の連携会議

　宍粟市高齢者福祉計画及び第８期宍粟市介護保険事業計画（計画期間は令和３年度から令和５年度ま
で）は、「つながりがあり、生きがいをもって、安心・安全に暮らせるまち」を基本理念とした「地域
包括ケア計画」です。計画に基づき地域や関係機関、行政が一体となり、誰もが住み慣れた地域で暮ら
し続けることができるまちづくりを目指します。

②医療と介護連携の啓発パンフレットの活用

　 宍粟市における地域包括ケアシステムの推進にあたり、誰もが住み慣れた地域で自分らしい生活を
送ることができるように継続的な医療と介護の提供を行い、医療と介護関係機関が連携を図ることを目
的とし、医師会・歯科医師会・薬剤師会・訪問看護ステーション等の医療サービスと介護サービスの関
係機関で協議します。

令和3年12月14日（火）

　医療と介護連携会議は、医療と介護の連携推進事業の方向性や具体的な施策を協議します。
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１）　生活支援サービスの構築

２）　地域が元気になる協議の場の推進

回数

　宍粟市では地域の力「地縁」を活かし、住民相互の助け合いの中での生活支援の仕組みづくりを
推進しています。令和３年度は、自治会や老人クラブが主体的に行う地域での介護予防等の取組み
から、地域での見守りや支え合い活動、生活支援につながるように、研修会等を通して啓発してい
きました。

　特に高齢化率の高い地域では、福祉課題も複雑化していることが予想されることから、地域の声
を聴き情報共有や課題解決のため、地域が元気になる取組みにつながるよう協議の場の推進をして
います。

②生活支援コーディネーター活動

〇令和３年度生活支援コーディネーター業務報告の確認
〇令和４年度生活支援コーディネーター業務について
〇社会資源の把握（地域の宝物リスト作成）
〇地域課題の見える化（マップ作り）
〇ニーズとサービスのマッチング

内　　　容

12回
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【２日目】

講　座　内　容

2回 修了人数：開催回数：

令和3年11月18日(木) たつの市新宮ふれあい福祉会館

3-2.認知症予防対策・支援事業

　介護認定における認知症高齢者の日常生活自立度区分や日常の相談実績等からも、認知症ありと判定
している高齢者は増加しています。認知症になっても安心して暮らせる地域づくりやサービスの整備と
共に、認知症の人やその家族の支援者を増やし、見守りや介護者支援を強化する取り組みを行っていま
す。

【１日目】

○職務の理解
○介護におけるコミュニケーション
○生活支援技術

（３）生活支援サポーター養成講座　（人材育成）

　一定の福祉及び介護に関する知識及び技術を習得し、高齢者への生活・介護支援サービスを提供でき
る人材の育成を目的とした講座です。講座修了者は生活支援サポーターとして、総合事業のうち、基準
を緩和したサービスの担い手になります。
　播磨科学公園都市圏域定住自立圏構想連携事業として実施しています。

○老化の理解
○認知症の理解
○介護における尊厳の保持、介護の基本

令和3年11月17日(水) たつの市新宮ふれあい福祉会館

３）　買い物支援に向けた取組み

４）　新たな集いの場・居場所の立ち上げ支援

～こども食堂・コミュニティ食堂～
　コロナ禍で生活困窮者の増加、またこども貧困等のニュースがメディアでもよく取り上げられ、
全国的にも「こども食堂」や「コミュニティ食堂」の取組みが進む中、宍粟市においてもこども食
堂を立ち上げたいとの相談を受け生活支援コーディネーターが関わり、活動資金や会場、食料品等
の調整を行いました。現在市内で３団体が「こども食堂」としての活動を開始されています。

　宍粟市は、特に北部域では少子高齢化がすすみ、買い物や移動手段に
ついての課題がありました。買い物ではスーパーが閉店し近隣での買い
物が困難になっており、また車を運転できない高齢者や免許返納した高
齢者から買い物に困るという声が多くありました。
　宍粟市内を走る移動購買車は車を運転できない高齢者の生活に欠かせ
ないものです。すでにAコープや個人商店の移動販売車が運行していま
したが、エリアやルートが決まっていたため利用が難しい方が多く、移
動販売車への要望が多くあったため、生活支援コーディネーターが調整
役となり新たなルートの開発や提案など行ってきました。
　令和３年度は移動販売についてのニーズ調査を行い、企業と調整をす
すめ、要望が多かった山崎町土万地区で令和４年２月から新たに移動販
売車の運行が始まりました。また４月からは千種町で移動販売車の運行
が始まっています。
　しそう“地域の宝物”リスト「宍粟市を走る“移動販売車”」として
運行日程を一覧化した冊子を作成していますので、
随時、介護サービス事業者や福祉関係者などに啓発を行っていきます。

6人
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（１）認知症予防事業

15人

11人

千種町下河野公民館

テーマ：「かきぎ先生の認知症しあわせ講演会」
講師：かきぎ認知症しあわせクリニック　　院長　柿木達也　氏
内容：DVD上映

健診以外で実施 454人 114人

1,679人 1,435人合計　実施者数

いきいき百歳
体操教室
参加者

1人

10人

合計要精密判定者数

　 認知症やその予防に関する基本的な知識を得ることを目的として講座を開催しています。講座の対
象は一般市民や職域等、幅広く行なっています。

参加人数（合計）：

参加人数

17人 11人

対象者

市民

市民

①認知症啓発講座

内　　　容

②認知症啓発　（　しそうチャンネル文字放送、SNS、しーたん通信活用）

162人

210人

要精密判定者数 14人

認知症ミニ講座（通いの場づくり支援事業） いきいき百歳体操教室　11会場

〇今日からできる認知症予防
　　　　　生活の中でできる認知症の予防のポイントとコツ
　講師：保健師・認知症地域支援推進員

1,225人 1,321人

③認知症予防健診

　特定健診に来られた70～74歳の人を対象に、兵庫県版認知症チェックリストを実施します。要精密
判定の人には、後日訪問し支援します。また特定健診以外で個別相談や講演会でもチェックリストを
配布し認知症の啓発・早期発見・早期支援につなげます。

要精密判定者数 3人

4回

認知症講演会　令和3年7月15日（木） 山崎文化会館リハーサル室

健診受診者数

年　度 令和2年度 令和3年度

認知症講演会　令和3年9月18日（土）

テーマ：「かきぎ先生の認知症しあわせ講演会」
講師：かきぎ認知症しあわせクリニック　　院長　柿木達也　氏
内容：DVD上映

　認知症の基礎知識や介護等について学ぶことを目的としています。事業所や地区組織、学校等、多
方面からの依頼があります。他の講座の中のプログラムとして設定されたものもあります。

開催回数：

専門職 22人
テーマ：「若年性認知症の疾患理解」
　　　　　　　　　　　　　　　～認知症疾患医療センターの立場から～
講師：兵庫県立リハビリテーション西播磨病院
　　　　　　　　　　　　　　　認知症疾患医療センター長　高橋竜一　氏

　9月21日は『アルツハイマーデー』です。
・9月は、認知症の正しい理解をすすめようと世界中で啓発活動が展開されています。宍粟市にお
いてもに認知症の啓発活動として、宍粟防災センターを9月21日から30日までの10日間、認知症の
活動カラーであるオレンジ色にライトアップしました。また地域包括支援センター職員や介護サー
ビス事業所ではオレンジ色の物を身に着けたり、認知症サポーターキャラバンのマスコット「ロバ
隊長」のシールを活用して啓発活動に取り組みました。
・年間を通し、しそうチャンネル文字放送、SNS、しーたん通信を活用し認知症の啓発活動に取り
組みました。

宍粟防災センター若年性認知症講演会　令和4年3月2日（水）
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（５）グループ発表

（４）グループ発表

【認知症サポーターステップアップ講座の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム】

一宮北小学校4年生 一宮北小学校（DVD視聴）

＜認知症サポーター養成講座開催実績＞

5

（１）認知症を理解する

2人

19人8回 参加のべ人数：

（３）認知症サポーター活動

五十波老人クラブ 五十波公民館 1回 17人 3人

1回

　　 ○認知症とは

19人

（４）グループワーク

神野小学校（DVD視聴） 1回

社会福祉協議会職員

ｷｬﾗﾊﾞﾝ・ﾒｲﾄ従事のべ人数：

コープこうべ組合員 コープこうべ宍粟集会所 1回 5人 2人

3 千種小学校5年生 千種小学校 1回 12人 2人

（２）認知症の人の思いを考える

　認知症を理解し、地域で暮らす認知症高齢者やその家族への支援者を増やすことを目的に、「認知症
サポーター養成講座」を開催しています。認知症キャラバンメイト養成講座を受講した認知症キャラバ
ン・メイトが講師となり、金融機関職員、教職員、学生、ボランティアグループ等を対象に実施しまし
た。また継続的な学びの場として認知症サポーターへのステップアップ講座を開催しています。

①認知症サポーター養成講座・認知症サポーターステップアップ講座

17人 2人

7 神野小学校6年生 30人 3人

8 コープこうべ宍粟コープ委員会 コープこうべ宍粟集会所 1回 10人

ｷｬﾗﾊﾞﾝ・ﾒｲﾄ
従事人数

　 　○早期発見・治療・予防
（３）グループワーク（事例を通して）

市議会議員2

開催回数：

（１）認知症サポーターとは

4

市役所

121人

1

（２）認知症を理解する

【認知症サポーター養成講座のプログラム】

（２）認知症支援者育成事業

6

※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため2回中止

対　象　者

 　　○認知症の予防
　　 ○市の認知症に関する取り組み

3人

開催回数

（５）サポーターとしてできること

参加人数

11人

会　場

1回

1回

社会福協議会本部 2人

認知症サポーターとは？
認知症について正しく理解し、認知症のひ

とや家族を温かく見守り、支援する応援者

です。養成講座の修了者には、「サポー

ターカード」を交付し、サポーターとしての

認識をより高めます。

※宍粟市の認知症サポーター数

令和4年3月末現在：3,654人

認知症キャラバンメイトとは？
養成講座の修了者には、「修了証」を交

付し、登録番号を付与しています。

認知症に関するより専門的な知識を持ち、

認知症サポーター養成講座を企画・実施

します。

※宍粟市の認知症キャラバン・メイト数

令和4年3月末現在：62人

講

師
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　認知症キャラバン・メイト連絡会　　

651人

　認知症カフェは認知症の人と家族、地域の人等、認知症の人を支えるすべての人々が集う場所です。
認知症カフェでは、認知症の相談や情報交換、認知症の学習、地域との交流を行っています。認知症の
有無に関わらず、誰でも気軽に参加できる場を目指しています。

担当スタッフ

認知症施策
検討会ﾒﾝﾊﾞｰ

地域包括
支援ｾﾝﾀｰ

認知症講演会　令和4年3月2日（水）

22人

①認知症カフェの開設

（３）認知症介護者支援事業

テーマ：「若年性認知症の疾患理解～認知症疾患医療セ
ンターの立場から～」
①老年期認知症と若年性認知症
②診断のための脳解剖と疾患の理解
③症例検討

教　室　名　・　内　容

開催回数：

　認知症の人に関わる専門職のスキルアップを目的とした研修です。事業所や施設の介護職員を対象
に、認知症施策検討会のメンバーが企画、開催しました。

121人

16回 22回

令和２年度令和元年度

宍粟防災センター

19回

＜認知症ステップアップ講座開催実績＞

426人 562人

参加のべ人数： 22人開催回数：

＜年度別実績＞

527人

8回

年　度

③認知症専門職研修

0回

参加者数

0人

参加のべ人数： 0人

1回

コロナ禍における活動についてアンケートを配布（42人回収）
「キャラめーるVol.7」通信の発行
※　連絡会は新型コロナウイルス感染拡大のため中止

21回

参加人数

2回

②認知症キャラバン・メイト活動支援

平成30年度 令和3年度

県立リハビリテーション
西播磨病院　認知症疾
患医療センター長
　　　高橋竜一　氏

参加人数

50人

平成29年度平成28年度

教室名・内容

開催回数

講師・スタッフ

※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　認知症キャラバン・メイトの事後研修や活動への参加意欲を高めることを目的とした連絡会を開催し
ています。様々な事業所や職種が認知症の人への支援を検討し情報交換することで、多面的な認知症施
策の検討を行っています。
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〇認知症の相談
〇認知症介護者交流
〇茶話会

令和３年度実績

地域包括支援
センター

1件

〇認知症の相談
〇認知症の学習
〇茶話会

〇認知症の相談
〇認知症介護者交流
〇茶話会

〇認知症の相談
〇認知症介護者交流
〇茶話会

開催日

ぼうしや薬局

5

6

1

4

ふる里

8

奇数月
第3月曜日

〇認知症の相談
〇認知症予防体操
〇茶話会

〇認知症の相談
〇認知症介護者交流
〇音楽療法
〇茶話会

〇認知症の相談
〇認知症介護者交流
〇茶話会

毎月
第1木曜日

毎月
第1金曜日

〇認知症の相談・学習
〇認知症介護者交流
〇茶話会

毎月
第3水曜日

グループホームやまなか

偶数月
第1日曜日

毎月
第3土曜日

ホット・カレン

古民家茶房
ちょっと

毎月
第4月曜日

2

青い家7

会　　場 内　　容

白樺

毎月
第2日曜日

3

※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため7か所開催していない

毎月
第2火曜日

ひまわりの家

利用件数
(令和２年度末）

―

参加人数

　認知症カフェ主催者の情報交換の場として開催しています。それぞれのカフェで行っていることや困
りごとなど話し合い主催者同士の連携を築きます。

9 ひなたぼっこ

新規申請件数

新型コロナウイルス感染拡大のため中止

〇認知症の相談
〇認知症介護者交流
〇茶話会

〇認知症の相談
〇認知症介護者交流
〇茶話会

開催回数：

教　室　名　・　内　容

削除件数 利用件数

1件0件 0件

毎月
第2木曜日

10

0回 参加のべ人数： 0人

担当スタッフ

認知症カフェ連絡会

②認知症カフェ連絡会

　外出時に行方不明になる可能性がある高齢者にＧＰＳ専用端末機を貸与し、本人が携帯することでパ
ソコンや携帯電話から専用端末機の場所（居場所）の確認ができ、所在不明になることを防止します。

＜利用実績＞

③認知症高齢者等家族支援サービス事業

デイサービス大谷・田井
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）

家族支援
病院受診勧奨
介護保険認定申請の勧奨
介護保険サービスの導入支援
服薬管理
社会参加への支援

新規申請件数

9件

事例検討件数

モニタリング： 7件

モニタリング

7件

内　　　容

36人

削除件数

⑤高齢者声かけ模擬訓練

　地域住民や関係機関が認知症を正しく理解し、地域で支え見守る意識を持ち、認知症になっても安心
して暮らせる地域づくりを目指します。ひとり歩きをしている気がかりな高齢者に気づき、声がかけら
れるようにします。

開催回数：

継続

参加のべ人数：

9件

0人

　にこにこしそうで声かけ模擬訓練

（4）認知症初期集中支援チーム

担当スタッフ

認知症キャラバン・メイト、
地域包括支援センター
認知症サポーター　等

教　　室　　名　　・　　内　　容

※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

利用件数
(令和２年度末）

＜利用実績＞

削除した理由

　外出時に行方不明となる可能性のある認知症高齢者本人に関する情報を事前に登録します。その情報
をネットワーク機関で共有し、関係機関の協力による日常業務や生活を通じた目配りに よって、認知
症の人がひとりで安心して外出ができるための見守りを行います。
　事前情報は警察等と共有し、もし認知症の人が行方不明になる等の緊急時には、地域包括支援セン
ターから関係機関に捜索を依頼し早期発見に努めます。

令和３年度実績

(2月開催なし） 宍粟市役所北庁舎

新規

④認知症高齢者等見守り・Ｓ０Ｓネットワーク

5件

継続：

利用件数

○作業療法士

○社会福祉士

○認知症地域支援推進員

検討のべ人数：

0回

○保健師

(新規：

月1回開催

15件 12件

20件

　認知症初期集中支援チームは、複数の専門職が家族の訴えなどにより、認知症が疑われる人や認知症
の人及びその家族を訪問し、アセスメント、家族支援などの初期の支援を包括的、集中的（概ね6か月
間）に行い、自立した生活をサポートします。

【参加スタッフ】

○認知症サポート医

開催回数： 11回

参加人数

―

20件

22件 施設入所、死亡
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【第１回】

【第2回】

4回

【第2回】　令和4年3月16日（水）
〇令和3年度認知症に関する事業実施報告
〇令和4年度の事業計画
〇認知症施策検討会の参加者について

介護保険
サービス
事業所の
看護師
介護職

公立宍粟
総合病院
看護師
助産師

龍野健康
福祉事務所

保健師

地域包括
支援ｾﾝﾀｰ

保健福祉課
の保健師

（5）認知症施策検討会

参加のべ人数： 16人

内　　　容 参加人数

　認知症対策に特化した検討や事業企画を実施するための検討会です。認知症施策検討会での決定事項
は、専門部会として宍粟市地域包括支援センター運営協議会に提案します。

開催回数：

会議名

○リーダー会
39人

3-3.ネットワーク構築事業

　訪問看護ステーション、公立宍粟総合病院等の医療機関、介護保険サービス事業所などの多職種と連
携を図っています。

（１）医療との連携会議

【第1回】　令和3年7月16日（金）
〇認知症サポーターキャラバン活動について
〇認知症予防健診について
〇SOSネットワーク伝達訓練、高齢者声かけ訓練について
〇認知症啓発、家族支援について

会場

8人

市役所
北庁舎

65人

宍粟地域看護連絡会

内　　　容 開催回数

○研修会：感染症

令和3年9月16日（木）

　〇　「発達障害とサポートの実際」
　　　　講師：ひょうご発達障害者支援センター
　　　　　　　　クローバー　上郡ブランチ
　　　　　　　　相談支援員
　　　　　　　　　　山内大輔　氏（臨床心理士） 61人

○個別情報の共有
○退院調整、困難事例への対応
○医療介護情報の共有

2回

8人

令和3年11月18日（木）

宍粟総合病院地域連携室
との連絡会

　〇　「褥瘡の予防と視方（みかた）」
　　　　講師：公立宍粟総合病院
　　　　　　　　皮膚・排泄ケア認定看護師
　　　　　　　　　　浅田伊津子　氏

参加人数

事業計画、研修企画と評価、実績報告

参加者

公立宍粟総
合病院地域
連携室
地域包括支
援センター

11回

市役所
オンライン

2回
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2回

主な検討内容

宍粟市グループホーム
連絡会

会　議　名

しそう訪問看護
ステーション連絡会

1回

情報
提供

ヘルパー
　ステーション
地域包括支援
　センター

1回開催

（３）地域ケア会議

介護保険サービス
事業所連絡会

（２）介護サービス事業者等との連携会議

―

○介護保険制度や介護サービスに関する情報提供
○給付管理票の交換と情報交換

○センターからの情報提供
　  道路交通法改正
　　ＭＣＩ支援
　　症例検討会開催
　　若年性認知症受診状況
○コロナ禍での各市町の認知症施策の報告
　　認知症初期集中支援チーム
　　若年性認知症施策
　　運転免許返納サポート事業
〇理学・作業・言語療法士各部会からの報告

※　第1回は新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため書面開催

15人

西播磨圏域認知症疾患
医療連携協議会

主な参加者

○センターの役割について
　  センターの事業計画・実施報告
　　かかりつけ医認知症対応力向上研修
　　西播磨圏域でのＢＰＳＤ増悪時の取り決め
　
※新型コロナウイルス感染拡大のため書面開催

ヘルパー
ステーション連絡会

〇新型コロナウイルス感染症対策につて意見交換
〇訪問介護サービスについて意見交換
〇しそう”地域の宝物”リストについて
〇自費ヘルパーについて

市内または近隣
市町の介護保険
サービス事業者

しそう訪問看護
　ステーション
地域包括支援
　センター

グループホーム

地域包括支援
　センター

　平成27年度より地域ケア会議が法制化され、「地域ケア個別会議」と「地域ケア推進会議」の2層の
会議開催によって、地域包括ケアの体制づくりに向けた課題解決に取り組んでいます。
　令和元年度から新たにケアマネジャーが自立支援・生活機能向上に向けたケアマネジメント支援を目
的に多職種で自立支援サポート会議を開催しました。

西播磨認知症疾患
医療連携協議会

運営委員会

〇肺炎クリニカルパスについて紙面で情報提供

〇グループホームについての意見交換・勉強会
　　新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
　　入居者の待機状況等について
　　日中の時間の設定について
　　評価・記録の電子化について
　　運営推進会議の開催方法について

西播磨認知
症疾患医療
センター

地域包括支
援センター

西播磨認知
症疾患医療
センター

健康福祉部
長

開催回数

2回開催

12回
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地域ケア個別会議

1件

計

11件

9件

ケアマネ

波賀

2件

2件

計

11件

＜対象者の年代＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

90歳代～

千種

　地域ケア個別会議は、宍粟市版地域ケア会議マニュアルに基づき開催しています。検討事例は介護
支援専門員または市から提供し、参加者は検討事例によって異なります。支援が困難な事例のみでな
く、軽度の支援が必要な場合も地域ケア個別会議を開催することで、早期から近隣や関係機関等の支
援体制を整えることができます。
　自立に向けた支援体制を整えるためにも、ケア会議が有用であることを、引き続き介護支援専門員
への啓発を行っていきます。

山崎

60歳代

理学療法士
薬剤師
栄養士

主任介護支援専門員
介護支援専門員

保健師
歯科衛生士

0件

2件

開催回数

～40歳代

11件1件

地域ケア推進会議

一宮

＜圏域別開催事例数＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ひとり暮らし

1件

高齢者夫婦

地域包括

1件

その他

4件

＜対象者の家族構成＞　　　

8件

＜対象者の家族構成＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計

個別課題から地域の課題を選び、地域の課題
として解決するための施策化を検討する。

2件

同居家族あり

1件

2件

②自立支援サポート会議の開催状況

9件

33件

計

ケアハウス入居

＜対象者の年代＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

64歳以下 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

　自立支援サポート会議は、宍粟市版地域ケア会議マニュアルに基づき開催しています。多職種で、
その人の持つ能力の維持・向上をはかる自立支援の考えに基づくケアプランの作成や具体的な支援方
法を検討します。

5件

ひとり暮らし 高齢夫婦世帯

33件

その他

①地域ケア個別会議の開催状況

自立支援サポート会議

1件 4件 2件 6件 6件 10件 4件

計

14件

計

ケアマネジャーがケアマネジメントをおこなう上
で、自立支援・生活機能向上に向けたケアマネ
ジメント支援をするために多職種で検討する。

80歳代

＜開催の依頼者＞

11件

6件

50歳代

構成員・参加者会議名

宍粟市地域包括
支援センター

運営協議会委員

医療・介護関係機関
民生委員・児童委員

民生協力員
社会福祉協議会

自治会等
地区組織・住民
家族・親族等

1件

内　　　容

個別の事例の課題を顕在化し、課題解決の方
法を関係者で協議する。地域包括支援センター
または各保健福祉課が主催します。

70歳代

6件

11回

（11ｹｰｽ）

12回

（33ｹｰｽ）

1回
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②地域密着型事業所運営推進会議

開催回数

①連絡会

内　　　容 委員参加人数

12回

12回

構成員・参加者

地域包括支援センター
各保健福祉課

検討内容

○事業計画、事業報告
○情報提供
○研修復命
○会議報告

○情報共有
　 事例検討
○定例相談報告
○事業報告
　　アルコール関連事業
　　デイケア
　　専門相談等

龍野健康福祉事務所
保健福祉課
障害福祉課

各保健福祉課
地域包括支援センター

　地域密着型サービス事業所が、利用者、利用者家族、地域住民の代表者に対し、提供しているサービス内容
を明らかにし、地域に開かれたサービスとすることで➀事業所運営の透明性の確保②サービスの質の確保③
事業所による「抱え込み」の防止④地域との連携の確保⑤介護と医療の連携確保を目的とし、地域密着型サー
ビス事業所に運営推進会議の開催が義務付けられています。その会議に地域包括支援センターから職員が参
加し目的が達成できるように支援しています。
（宍粟市内事業所：通所介護サービス事業所15ヶ所、小規模多機能型事業所1ヶ所、認知症対応型共同生活介
護事業所4ヶ所、定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所1ヶ所）

検討内容

○事業所の運営方針について
〇サービス内容について
〇地域との交流について
〇地域との連携について
○意見交換
○身体拘束について検討

構成員・参加者

各地域密着型事業所
自治会長
老人会長

民生委員・児童委員
介護支援専門員

利用者
利用者の介護者

地域包括支援センター
介護保険係

開催回数

参集型
7回

書面開催
20回

精神保健福祉連絡会

書面開催令和4年3月15日（火）

　宍粟市地域包括支援センター運営協議会と併せて同時に開催しています。

　連絡会、会議等を開催しています。

17人 

運営推進会議

会議名

会議名

地域課題に対する取組みについて
　令和3年度に実施した自立支援サポート会議より見えてきた地域課題について
委員より意見を伺う

9件 14件 10件

（４）その他の会議等

③地域ケア推進会議の開催状況

＜介護度別検討事例数＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

33件

地域包括担当者連絡会

【第１回】

0件

要介護１要支援２ 計事業対象者 要支援１
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参加者

社会福祉協議会
地域包括支援センター

③社会福祉協議会との連絡会議

平成30年度

0件

1件

0件

2件

0件

4件

Ｒ２年度
まで

R３年度

計

0件

2回

妻

27件

4,605件 6,685件

夫 子親

1回

9件

1,221件

3回

のべ件数

4-1.任意事業

のべ件数

　＜相談実績＞

1件

0件

2件

0件

5,112件

実件数

②介護者のつどい支援事業

令和元年度

1,216件

（１）介護者支援事業

1,212件

15件23件

0回

開催回数： 2回

会議名 委託事業

〇地域自立生活支援事業（給食サービス）
〇生活支援サービス体制整備事業
　生活支援コーディネーター（２層）
〇介護予防・生活支援サービス事業
　短時間通所サービス（３事業所）

令和３年度

1,296件

総数

23件

3,831件

87件

男性 その他

　介護者が日頃の体験談や悩みを出し合う集いの場は、介護者の精神的負担を軽減し在宅介護の継続
につながります。

0件

21件

0回

0件

0件

平成30年度

1件 2件

平成28年度

2件

※　令和3年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止により介護者のつどいを中止

25件

③介護マーク交付事業

性別交付対象 介護者からみた要介護者の関係

1件

女性

令和２年度

1,078件

令和３年度

＜年度別実績＞

0件

5,808件

4件

　在宅で介護している介護者や家族への身体的・精神的・経済的負担の軽減を図り、在宅介護の継続を
支援します。

①介護相談

平成29年度

4,713件

15件

平成28年度

10回

21件

社会福祉協議会と地域包括
支援センターとの連絡会議

＜交付対象別実績＞

　宍粟市社会福祉協議会への委託事業について、業務内容の確認や実績確認、次年度事業について協議
しています。

平成29年度

1,348件

開催回数

令和２年度

　介護に関する様々な相談を来所や訪問の場で受けています。介護相談では介護方法、介護保険サー
ビスや権利擁護制度の紹介を行っています。相談を機に継続的な支援となり、家族全体に関わること
が多くなっています。

　介護者特に男性介護者が介護中に偏見や誤解を招くことがないよう、介護中であることを周囲に知
らせるための介護マークを希望者に交付しています。交付数はまだ少ないことから、効果的な周知方
法を検討する必要があります。

令和元年度
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令和３年度

0人

41,292円

令和２年度

5人 8人 5人 8人

　要介護３以上の要介護者を在宅で介護している介護者が、１年間介護サービスを利用せずに在宅介
護を行った場合、年間10万円を支給します。

利用者数 13人

9人

平成28年度

0人

0人

支給金額合計 32,000円 4,000円

0人

支給金額合計 371,628円

平成28年度 平成29年度

11人 

15,000円

波賀

②訪問理美容サービス

　寝たきりなど外出が困難な高齢者の自宅に理美容師が出向き、年間6回を上限に理美容サービスを
提供します。理美容店には、1回2,000円の出張費を支払います。

9人

2人

0円

14人

411,583円

37,417円

要介護1

＜介護・障害認定別申請者数＞

要介護5

利用者1人当り
の支給額

11人

24,955円

1種1・2級

＜年度別利用者数＞

申請者数

千種

15人13人

（２）在宅介護継続支援事業

14人

令和３年度平成29年度

利用者数

申請者数

要介護4

6人 

14人利用者数

＜介護度別利用者数＞

要介護5

5人 

＜年度別利用実績＞

波賀 千種 計

利用者数 5人 2人 0人

0円

平成28年度

1人

24,955円15,000円

0人 0人

1人

平成30年度

12,000円 48,000円

③家族介護慰労金支給事業

2人

0円

平成29年度

山崎 一宮

0人

平成30年度

1人

令和元年度

6人

要介護3

7人1人

計

0人

0人

2人

＜圏域別支給金額＞

1人

人数

利用者数

令和元年度 令和２年度 令和３年度

要介護4要介護2

5人

0人 16人

9人

　要介護４または要介護５の要介護者を在宅で常時介護されている家族に対し、月5,000円を上限と
して介護用品を支給します。支給用品の対象項目は、紙おむつ・尿取りパッド・使い捨て手袋・ポー
タブルトイレ用消臭剤・おしりふき・使い捨て防水シーツです。

計

利用者数

山崎

9人

6人 5人 

令和２年度

＜圏域別支給金額＞

①介護用品支給事業

1人

11人

計

11人 

令和元年度

一宮

平成30年度
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0人

15件

5人

身体障害者手帳

0人○介護支援専門員

計

3件

　宍粟市地域防災計画に定められた災害時要配慮者のうち要介護認定者・三障害者手帳所持者・難病
認定者等を避難行動支援者として、避難支援計画を個別に作成しています。令和３年度末現在173人
の避難行動要支援者中、同意あり：73人・同意なし：100人となっています。定期的に新規対象者の
把握と変更時の情報提供を行っています。

1人

（３）人材確保施策・福祉資格取得助成事業

4-2.安心・安全の地域づくり事業

1件

6件

助成総額

285,800円

1人当たり助成額

47,633円

　日常の生活や災害時の安全と安心を守るための事業です。

（１）要配慮者の災害時支援事業

①要配慮者災害時避難支援個別計画作成

②災害時保健活動マニュアルの整備

要支援2 要介護１ 要介護２ 要介護５

0件

　西播磨圏域で保健師が連絡会を持ち、災害時保健活動マニュアルについて情報交換や意見交換を行
いながら、マニュアルの見直しを進めています。

（２）高齢者見守り事業

　高齢者特に高齢者のみ世帯の生活状況を把握し、安否確認や緊急時の対応ができるように平時からの
関わりが必要です。

申請件数 0件

　福祉資格を有する介護職員の増加、人材の確保及び定着を図るため、資格取得に要した経費の一部を
助成します。この事業は、平成29年度より播磨科学公園都市圏域定住自立圏構想連携事業として実施し
ています。

助成件数 申請資格

　介護サービスを利用せず、住宅改修のみを希望の要介護等認定者の住宅改修理由書を作成した介護
支援専門員に対して１件3,900円の作成料を支払います。

④住宅改修支援事業

要支援1

0件 0件

計

申請件数

要介護２

0件

要介護３

1件

要支援2

2件

要介護１

＜介護度別申請数＞

要介護３ 要介護４

　

要介護５

0件

　

3件 1件 4件

要支援1

○初任者研修

○実務者研修

○介護福祉士

要介護４

2件

　日常生活に介護を要する高齢者及び身体障害者が住み慣れた住宅で安心して健やかな生活が送れる
ように、住宅を改修する費用の一部を助成します。
　住宅改修にあたり、福祉関係職種、保健・医療関係職種、建築関係職種の専門職がそれぞれの立場
で意見を述べ本人の状態にあった住宅改修となるよう支援しています。

⑤人生いきいき住宅改修事業

＜介護度別申請数＞

1件3件

25



31件

平成29年度

7件

-

4,900人

令和２年度末
設置台数

27件

4,900人 4,693人

令和２年度

4,550人

56件

25件

5,235人 

-

4,550人

平成28年度

のべ人数

一宮

波賀

65件

499人 

3,470人 

②緊急通報システム設置事業

　健康状態等から緊急時の対応が必要と思われるひとり暮らしの高齢者等を対象とした事業です。緊
急時に機器のボタンを押すと委託先事業者に通報され、近隣の協力員の協力を得ながら緊急対応が迅
速に行われます。
　平常時には健康相談に対応するなど、ひとり暮らし高齢者等の不安感や心細さをやわらげ、安心し
て生活できることを目的としています。（緊急通報機器は、市から貸し出しますが、設置費は所得に
応じ利用者負担があります。機器の利用にあたり、必要な電気代、電話機にかかる基本料金及び通話
料は利用者負担です。）

＜保健福祉圏域別実績＞

4件

1件

504人 

3,967人

山崎

21件

令和元年度

4,693人市が実施

-

259件

11件36件

3,550人

417人

4,785人

1,313人 

660人 

新規設置 撤去
令和３年度末

設置台数

令和３年度

13件

23件

令和２年度

千種 0件

平成28年度

波賀

千種

105件

令和元年度

5件

27件

73件

一宮 57件 46件

8件

＜年度別実績＞

159件

284件

30件

39件

平成29年度

69件

39件

98件

32件

令和３年度

65件 56件

25件36件

計

53件

74件

44件

61件

125件

23件

21件

316人 

山崎

委託実施

計

①高齢者実態把握事業

　高齢者のみ世帯、介護認定の更新をしなかった高齢者などを、市の実態把握調査員が訪問によって
生活の様子を把握し、何か困りごとがあれば相談に応じます。訪問対象者の状況によって関係機関と
調整し、介護・福祉・医療のサービスにつないでいます。
　一宮北中学校区は、地域包括支援センターのブランチ（まどか園在宅介護支援センター・みどり苑
在宅介護支援センター）に委託していましたが、平成29年度より全市を直営で実施しています。

＜担当者別実績＞

千種中学校区

担当中学校区 実人数

千種保健福祉課

1,756人 

-

899人 

4,785人

平成30年度

合計

一宮南中学校・一宮北中校区

波賀保健福祉課 波賀中学校区

2,758人 

48件

159件

37件

平成30年度

76件

125件

31件

 山崎西・東・南中学校校区 宍粟市地域包括支援センター

186件213件

計

令和３年度

5,235人

-

5,235人

0件

＜年度別実績＞

担当

一宮保健福祉課
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3,777 72 2,720 95 2,985

のべ
配食数

配食
回数

0.5件

2月 3月

0件 1件0件 0件

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

3件

4,747件

延べ配食数（食）

1回当たり

21件 636件

波賀

4月 1月5月

97

一宮 123件 783件

　救急医療キットは、かかりつけの医療機関や疾患、内服薬などの情報を記載した様式を冷蔵庫に保
管し、救急搬送時などの医療情報として活用します。市民であれば年齢や世帯構成に関係なく希望者
に配布します。

＜年度末実績＞

正報件数

波賀

0件

令和２年度

　ひとり暮らし等高齢者のみ世帯に対して、栄養バランスがとれた食事の確保と安否確認を目的とし
て食事の配食をしています。事業実施は社会福祉協議会に委託し、安否確認時に気になることがあれ
ば市に報告があります。
　配食回数は全圏域週2回です。利用者は材料費等実費負担として１食400円を自己負担します。

359 14,296 387 14,972 386

2,260

97 2,630 95 2,602 87

山崎

一宮 3,790 97 4,248 87

令和３年度

7月 8月

＜月別受報状況＞

月平均

千種

13,739 290

73

2,212

配食
回数

6,799 88 5,112 73 3,697 94 5,021

3,868

6件

総件数

248.8

184.3

136.3

987.8

波賀

千種

計

年間

94

12月

＜配食数＞

11月

0件

9月

0件

6月

0件

10月

17.4

31.4

※　令和3年度は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため給食
サービスを中止した場合は、給食
サービス利用日に合わせ社会福
祉協議会の職員が電話等にて安
否確認を実施した。

月平均

418.4

95 31.4

23.3

配食
回数

のべ
配食数

配食
回数

のべ
配食数

のべ
配食数

配食
回数

のべ
配食数

配食
回数

のべ
配食数

1,534 94 1,63598 2,155 97 2,251 88

53.4

73

96

2,931 72 2,212 95

15,900 350 10,163 378 11,853計

5,102 95 6,397 97

3,06696

94 1,919

11,853

95

18件

千種 1件 234件

計 224件

山崎 79件 3,094件

令和３年度

新規配付 累計

1件

5件

③救急医療キット配布事業

0件 0件 1件 0件

15件 20件 9件 22件相談件数

救急搬送 0件

21件

0件

12件

0件0件 3件

15件 20件

0件

15.5件

0件 1件

10件

0.4件

11件 13件

④地域自立生活支援事業（給食サービス）

年間

94

378

月平均

7.8 5,021

186件

＜経年実績＞

7.9

7.9

7.8

31.5

実施回数（回）

2,212

1,635

1件 0件

2,985

山崎

一宮
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＜相談内容別実績＞

　過去の災害を振り返ると65歳以上の高齢者や障害者が犠牲になっています。兵庫県では「ひょうご防
災減災推進条例」等に基づき、地域における避難のための個別支援計画の作成を促しているが、福祉的
な配慮を要する認知症高齢者や重度障害者等については、福祉専門職による支援が欠かせません。そこ
で平時より災害時における避難行動要支援者の避難支援に備え、自主防災組織等による個別支援計画の
作成を推進するため、福祉専門職と連携し事業を実施しました。具体的には、自主防災組織及び住民を
対象とした福祉理解研修の実施、福祉専門職を含めた関係者によるケース会議を開催し個別支援計画を
作成、防災訓練により作成した個別支援計を検証しました。

(４)防災と福祉の連携促進による個別支援計画作成促進事業

高齢者虐待に関する相談のべ人数

成年後見制度の相談市町村申し立て支援の実件数

市内の老人福祉施設、障害福祉施設　　　10法人15施設  

新聞、乳販、ガス、電気、宅配、金融、配食事業者等　　33事業者（66店舗）

(３)福祉避難所の確保

⑥高齢者地域支え合い活動事業

0件

R元年度H30年度

2件

　日頃、高齢者宅を訪問する機会の多い民間事業者と市が協定を締結します。事業者は日々の活動の
中で高齢者の異変に気付いた場合には、速やかに市や警察等へ連絡し必要な支援につなぎます。
　協力事業者に対して業務中に高齢者の異変に気づいた場合、市や警察等と連携を行った事案がある
かどうか情報共有するためにアンケートを実施しました。
　随時、協定を締結していただける協力事業者を募集しています。

○協定事業者

⑤福祉電話設置事業

　自宅に電話がなく低所得の高齢者宅に電話を設置し、基本料金を市が負担します。現在2人の利用
者があります。

　大規模災害等において、一般の避難所での生活が困難な要配慮者のための福祉避難所の確保は重要な
課題です。市の施設で不足が生じたり開設できない場合等に、民間の福祉施設に協力を得るための協定
を締結しました。

○協定事業者

7件

39件

消費者被害の事例について関係機関と連携をとった件数

354件 215件268件356件

6件 3件

33件

※令和３年度中、配食時異変に気付き対応したケース

17件

・玄関が空いているが呼びかけに応答なし。時間をあけ再度近隣者と一緒に訪問する。
体調が良くないからと横になり休んでおられた。６月に電気ストーブをつけ室内は２９度。
電気ストーブを消し、水分補給を促す。担当ケアマネに報告する。
・自宅訪問し声掛けするが返事なし。時間をあけ再度訪問し声掛けするが返事なし。電話をするがつ
ながらず、娘へ連絡し様子を見に行ってもらったところ、息をされておらず。娘から救急搬送依頼と
主治医へ連絡する。

5件

1件

H29年度

22件

1件

438件

127件

10件

R３年度

78件

○　宍粟市内では、個別支援計画作成促進事業を宍粟市総合防災訓練や山崎町地区防災訓練、一
宮総合防災訓練等に合わせて60件の個別支援計画作成を目標としていたが、新型コロナウイルス
感染拡大防止により防災訓練等が中止となった。感染対策をしながら個々の避難行動要支援者に
対し事業を実施した。令和3年度は10自治会22件の個別支援計画の作成となった。

重複課題の家庭、支援拒否等、困難事例への対応件数

1件

4-3.権利擁護事業

　高齢者の生命と財産を守り、尊厳ある生活を高齢者が安心して送れることを目的としています。

R２年度

　重複課題の家庭、支援者のないひとり暮らし等高齢者世帯の相談が増えています。地域包括支援セ
ンターのみでなく、多職種とのチーム支援が必要ですが、チームケアが機能するには、平素から他の
職種や関係機関と連携を図っておくことが重要です。

56件

成年後見制度に関する相談件数 11件

相談内容

117件

（１）権利擁護相談

94件
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　成年後見制度を市民に広く周知し、利用を希望する市民の相談、関係機関との調整、申立て費用や報
酬の助成など、より市民が制度を利用しやすいように援助します。

①西播磨成年後見支援センター事業

たつの市新宮ふれあい福祉会館

〇市民後見人養成研修について
〇バンク登録者登録選考委員会について
〇手話通訳者等の派遣に伴う費用負担について

○講演
　テーマ　　「　わかりやすい任意後見　」
　　　　　　　　　　講師：公証人　杉浦　三智夫　氏

福祉関係者
民生委員・児童委員

行政関係
一般市民

民生委員・児童委員
介護職

生活支援員
一般市民

令和4年2月9日(水)

36人

【第１回】 令和3年9月29日(水) たつの市揖保川総合支所

【第２回】

西播磨成年後見支援センター運営推進担当者会議

(２)成年後見制度利用推進事業

佐用町南光文化センター

第２回成年後見制度普及啓発講演会

赤穂市総合福祉会館

○講演
　テーマ　　「　わかりやすい任意後見　」
　　　　　　　　　講師：公証人　加藤　敏員　氏

38人

対象者 参加人数内　　　容

第１回成年後見制度普及啓発講演会

【第２回】 令和3年8月19日(木) たつの市揖保川総合支所

成年後見支援センター
４市３町担当者

成年後見支援センター
４市３町担当者

〇令和３年度事業報告について
〇令和３年度予算補正について
〇令和４年度事業計画及び予算について

たつの市揖保川総合支所令和4年3月22日(火)

〇令和３年度事業の報告について（４月～８月）
〇令和４年度事業計画及び予算について
〇市民後見人人材バンク登録選考委員会について

＜連携会議等＞

　西播磨４市３町（相生市・赤穂市・宍粟市・たつの市・太子町・上郡町・佐用町）で設置を協議し
てきた「西播磨成年後見支援センター」は、たつの市社会福祉協議会に委託し、平成28年5月1日に開
設されました。成年後見支援センターでは、制度の啓発普及、相談、手続き支援、市民後見人養成・
支援などの役割を担います。

〇令和４年度事業計画について
〇令和４年度予算について
〇手話通訳者等の派遣に伴う費用負担について

【第３回】 オンライン会議

西播磨成年後見支援センター運営推進会議

2回 参加人数： 74人

＜啓発普及事業＞

【第１回】 令和3年7月15日(木)

〇令和３年度事業報告について
〇令和４年度事業計画及び予算について
〇市民後見人人材バンク登録選考委員会について

弁護士
司法書士

社会福祉士
成年後見支援センター

４市３町担当課長・担当者

開催回数：

参加者

令和3年11月12日(金)

内　　　容

令和3年6月25日(金)
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　養護老人ホ―ムへの入所相談があった場合は、地域ケア個別会議を開催し、入所の必要性や地域で
の生活継続の可能性とそのための支援内容などを検討します。入所の方向性が決まれば入所支援や関
係者との調整を行います。

＜市民後見人養成＞

2回

参加のべ人数：

養護老人ホーム入所判定委員会開催回数

R３年度

②成年後見制度啓発事業　　　　※平成29年度から通いの場づくり応援事業の講座の一つとして実施

これからの生活をポジティブに生きよう！

66人日常生活自立支援事業と成年後見制度について説明
講師：社会福祉士

開催回数：

専門職相談 宍粟防災センター 西播磨成年
後見支援センター

司法書士
地域包括

参加のべ人数：

＜年度別開催回数＞

H30年度 R２年度

0回

1回

成年後見制度の啓発を目的とした広報活動や教室

成年後見制度研修会・講演会

内　　　容

R２年度

2回

開催回数：

③老人福祉施設への入所支援

1回

36人

内　　　容 開催回数

6回

4回

3回

R元年度

　市民後見人養成・活動支援を目的に、基礎研修（3日間）・実践活動研修（4日間・各施設）・フォ
ローアップ研修（3日間）を開催。実践活動研修は新型コロナウイルス感染防止のため、施設の受け
入れが難しく、講義、家庭裁判所の見学、専門職後見人と日常生活自立支援事業の同行研修に切り替
えて実施。全課程修了者9名。

内　　　容 参加人数

内　　　容 担当スタッフ

5人

参加人数

　毎月1回、西播磨４市３町（相生市・赤穂市・宍粟市・たつの市・太子町・上郡町・佐用町）巡回
で相談所を開設し、弁護士・司法書士・社会福祉士のいずれかの専門職が、個別の相談に応じます。

開催回数： 1回

6回

1回0回

＜専門職相談＞

養護老人ホーム入所判定委員会判定数

参加のべ人数：

参加人数

H29年度

1件

成年後見制度利用促進研修会　　　　　　　　　　　　　　令和4年3月14日（月）

1回

1回 36人

2回

2回

1回

7件 2件 2件

7件 2件 2件 1件

2回

養護老人ホーム入所申請数 8件

4件

H29年度 H30年度 R元年度

5人

開催回数

6回

内　　　容

66人

毎月1回、西播磨４市３町巡回で相談所を開設し、弁護士・司法書士・社会福
祉士のいずれかの専門職が、個別の相談に応じます。

R３年度

成年後見制度をもっと身近に
           ～本人の想いを支える支援の実現に向けて～
講師：井ノ原司法書士事務所　　井ノ原禎規　司法書士

1回
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※　新型コロナウイルス感染拡大防止により数か所中止

82人

1回
交流会           令和4年1月19日（水）
　新人期介護支援専門員交流会

事業計画・研修会企画
ケアマネ会通信の発行２回（９月・1月）

兵庫県介護支援専門員協会宍粟支部

　振込み詐欺や悪質商法などから高齢者を守るための取組みです。被害者となりやすい高齢者のみ世帯
が増えていることからも、積極的な取組みが必要です。

部会　　　　令和3年8月12日（木）・11月24日（水）

2回
令和２年度事業実績について
令和３年度事業計画について
　　・介護支援専門員研修会の検討
　　・避難行動要支援者への対応について
　

運営委員会
8回

参加人数

ケアマネ連絡会

※介護支援専門員の活動
支援の情報提供や事例検
討を行う。

書面開催
会員数54名
中39名回答

6人

70人

78人

1回

研修会

2回

(３)消費者被害防止啓発事業

1回

総会

会議名

　居宅介護支援事業所で活動している介護支援専門員の後方支援を行っています。

84人

第1回：令和3年9月15日（水）　宍粟防災センター
　テーマ　「あれっ！？　高齢者虐待かなと思った時、
実際どうしたらいいの？」
　講師：宍粟市地域包括支援センター
　　　　　社会福祉士　　中川　理恵子　　中川　真実子

第2回：令和3年11月24日（水）　宍粟市役所北庁舎
　テーマ「対人援助者としてのリスクマネジメント」
　講師：社会福祉法人　神戸福生会
　　　　　業務執行理事　山内　賢治　氏

①啓発活動　※平成29年度から通いの場作り応援事業の講座の一つとして開催

7回宍粟にひそむ悪徳商法を知ろう
講師：消費生活相談員

開催回数

5.介護支援専門員活動支援事業

内　　　容

（１）介護支援専門員ネットワーク構築

　宍粟市地域包括支援センター運営協議会に設置している介護支援専門員専門部会では、新任介護支援
専門員の育成や地域ケア個別会議の開催支援に取り組んでいます。
　その他、情報提供や研修会の実施などを通して、介護支援専門員の活動を支援しています。

開催回数： 7回

・フレイルに関すること、口腔ケアへのケアマネジャー
の取り組みについて
・高齢者に多い疾患の基礎知識、指定難病について
・災害時避難行動要支援者への支援について

内　　　容 開催回数 参加人数

知ろう　学ぼう　消費者トラブル！

・情報交換　　・短時間通所サービスについて
・研修（個別避難計画について）

10回

波賀

しそうケアマネ会

※地域包括支援センター
の主任介護支援専門員
は、介護支援専門員協会
の活動を支援する。

参加のべ人数： 84人

12人

千種

13人

介護支援専門員専門部会

※宍粟市地域包括支援セ
ンター運営協議会の専門
部会として設置。居宅介
護支援事業所の主任介護
支援専門員の代表による
介護支援専門員への支援
等の協議を行う。
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令和元年度

実施件数

8件

1,144件

介護支援専門員のネットワークの活用
介護支援専門員等の日常的な業務を支援するために介護支援専門
員のネットワークを活用する。
 （※しそうケアマネ会運営委員会を計上）

内　　　容

（２）ケアマネジメント支援

サービス担当者会議への参加

　宍粟市地域包括支援センターに属し、介護予防ケアマネジメント業務に従事する介護支援専門員を対
象とした研修会を実施しました。地域包括支援センターの介護支援専門員は、「居宅介護予防支援、介
護予防ケアマネジメント（Ａ及びＢ）を担当しています。

①　新型コロナウイルス感染拡大の中での訪問について情報交換
②　宍粟市介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントマニュアルの再検討
③　令和4年度の勉強会の進め方について検討

内　　　容 参加人数

43件

市内

＜年度別実績＞

77件

処遇困難事例として介護支援専門員に実施したのべ件数を計上す
る。

支援計画作成支援

57件

1,449件

3件

653件

1,144件

支援区分

633件

8人 

43件

548件

856件

8件

サービス担当者会議への参加

実施回数： 1回 参加のべ人数： 8人

介護予防サービス・支援計画表、介護予防支援・サービス評価表へ
の助言等を計上する。

地域包括支援センター・保健福祉課の職員が、直接参加したサービ
ス担当者会議を計上する。

日常的個別指導・相談

1,409件

平成29年度 平成30年度

5件

108件

①委託先事業所数

548件

856件

支援困難事例への指導助言

616件

682件 514件

85件

385件

支援計画作成支援 613件

【第１回】 令和4年2月15日（火） 一宮市民協働センター

20件 10件 

市外

居宅介護支援事業所
委託数

内訳

977件

②宍粟市地域包括支援センターケアマネジャー勉強会

（３）指定居宅介護支援事業（介護予防マネジメント）

　地域包括支援センターは平成18年度に要支援認定者の介護予防支援計画を作成するための事業所指定
を受けています。地域包括支援センターのみでは多くの利用者に対応できないことから、市内外の居宅
介護支援事業所に介護予防支援計画の作成を委託しています。

30件 

介護支援専門員のネットワークの活用

日常的個別指導・相談 1,327件1,691件

訪問・来所・電話等で介護支援専門員に実施した助言等を計上す
る。

　地域包括支援センターの主任介護支援専門員は、ネットワークの活用や日常的な相談、介護支援計画
作成や評価表への助言等、介護支援専門員の活動内容に応じた支援を行なっています。

支援区分

8件

令和２年度 令和３年度

①支援区分別活動実績

6件

支援困難事例への指導助言
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＜介護予防ケアマネジメント作成のべ件数＞※令和４年３月分（２号含む）

＜要支援認定者及び事業対象者の人数＞※令和４年３月末現在

※介護予防支援計画は総合事業以外のサービスも利用する場合のケアプラン

26件 

0件 

22件 

市外

介護予防支援計画

Ｂプラン

計

割合

件数

351件 

要支援２

318人 

事業対象者

222人 

9件 

97.0% 51.7% 48.3%

要支援１

312人 

122件 

②介護予防支援計画作成数

3.9%

327人 222人 866人 

5人 9人 14人 

第1号被保険者

第2号被保険者

96.1%

229件 

146件 

343件 

※Ｂプランは総合事業の短時間通所サービス(ミニデイ）を利用する場合のケアプラン

事業所所在地別

市内

329件 

計

852人 

155件 

636件 

155件 

662件 

―

新規

8件 

5件 

20件 

3.0%

　地域包括支援センターに介護支援専門員6名を配置し、介護予防支援計画の作成等介護予防ケアマ
ネジメントを担当しています。

作成担当

宍粟市 事業所委託

150件 

642件 

ケアプランの区分

342件 320件 

317人 

※Ａプランは総合事業の通所型サービス・訪問型サービスのみ利用する場合のケアプラン

継続

Ａプラン 156件 7件 149件 74件 82件 152件 4件 
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１．高齢者の状況

人口 率 人口 率 人口 率 人口 率

山崎 6,310 717 11.4% 3,591 56.9% 2,002 31.7% 1,051 16.7%

山崎西 2,540 193 7.6% 1,255 49.4% 1,092 43.0% 499 19.6%

城下 4,422 624 14.1% 2,538 57.4% 1,260 28.5% 596 13.5%

戸原 1,094 99 9.0% 574 52.5% 421 38.5% 212 19.4%

河東 3,411 574 16.8% 1,877 55.0% 960 28.1% 467 13.7%

神野 2,368 263 11.1% 1,250 52.8% 855 36.1% 401 16.9%

伊水 1,376 153 11.1% 709 51.5% 514 37.4% 231 16.8%

都多 843 51 6.0% 381 45.2% 411 48.8% 228 27.0%

はりま
一宮

4,565 457 10.0% 2,392 52.4% 1,716 37.6% 883 19.3%

一宮北 2,851 233 8.2% 1,391 48.8% 1,227 43.0% 623 21.9%

波賀 3,265 245 7.5% 1,620 49.6% 1,400 42.9% 776 23.8%

千種 2,622 180 6.9% 1,252 47.7% 1,190 45.4% 637 24.3%

35,667 3,789 10.6% 18,830 52.8% 13,048 36.6% 6,604 18.5%

人口 率 人口 率 人口 率 人口 率

22,364 2,674 12.0% 12,175 54.4% 7,515 33.6% 3,685 16.5%

7,416 690 9.3% 3,783 51.0% 2,943 39.7% 1,506 20.3%

3,265 245 7.5% 1,620 49.6% 1,400 42.9% 776 23.8%

2,622 180 6.9% 1,252 47.7% 1,190 45.4% 637 24.3%

35,667 3,789 10.6% 18,830 52.8% 13,048 36.6% 6,604 18.5%

65歳以上 （再掲）75歳以上

山崎

一宮

波賀

０歳から15歳未満 15歳以上65歳未満

宍粟市

※住民基本台帳による。

         　　圏 域 別 年 代 別 人 口 の 割 合

千種

宍粟市

保健福祉圏域 人口

千種

―　参　　考　　資　　料　―

(1)人口・高齢化率　（令和４年3月31日現在）

中学校区 小学校区 人口
０歳から15歳未満 15歳以上65歳未満 65歳以上 （再掲）75歳以上

波賀

山崎西

山崎南

山崎東

一宮南

一宮北

33.6%

39.7%
42.9% 45.4%

36.6%

16.5%

20.3%
23.8% 24.3%

18.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

山崎 一宮 波賀 千種 宍粟市

０歳から

15歳未満

15歳以上

65歳未満

65歳以上

（再掲）75

歳以上
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世帯数 率 世帯数 率 世帯数 率

山崎 2,792 1,402 50.2% 316 11.3% 195 7.0%

山崎西 1,105 748 67.7% 110 10.0% 91 8.2%

城下 1,814 869 47.9% 123 6.8% 110 6.1%

戸原 444 272 61.3% 33 7.4% 37 8.3%

河東 1,289 648 50.3% 69 5.4% 77 6.0%

神野 917 557 60.7% 56 6.1% 79 8.6%

伊水 551 336 61.0% 42 7.6% 50 9.1%

都多 394 292 74.1% 48 12.2% 48 12.2%

はりま
一宮

1,748 1,164 66.6% 168 9.6% 201 11.5%

一宮北 1,123 817 72.8% 138 12.3% 159 14.2%

波賀 1,372 943 68.7% 161 11.7% 152 11.1%

千種 1,129 834 73.9% 196 17.4% 139 12.3%

14,678 8,882 60.5% 1,460 9.9% 1,338 9.1%

世帯数 率 世帯数 率 世帯数 率

9,306 5,124 55.1% 797 8.6% 687 7.4%

2,871 1,981 69.0% 306 10.7% 360 12.5%

1,372 943 68.7% 161 11.7% 152 11.1%

1,129 834 73.9% 196 17.4% 139 12.3%

14,678 8,882 60.5% 1,460 9.9% 1,338 9.1%

千種

合　　計

※人口・世帯数及び高齢者のいる世帯は、住民基本台帳による。
　高齢者一人世帯及び高齢者夫婦世帯は、高齢者実態把握事業による。

保健福祉圏域 世帯数
高齢者のいる世帯 高齢者一人世帯 高齢者夫婦世帯

       　　　圏 域 別 高 齢 者 世 帯 の 状 況

山崎

一宮

波賀

千種

宍粟市

山崎東

一宮南

一宮北

波賀

山崎西

山崎南

(2)世帯の状況　（令和４年３月31日現在）

中学校区 小学校区 世帯数
高齢者のいる世帯 高齢者一人世帯 高齢者夫婦世帯

8.6%

10.7%
11.7%

17.4%

9.9%

7.4%

12.5%

11.1%
12.3%

9.1%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

山崎 一宮 波賀 千種 宍粟市

高齢者一人

世帯

高齢者夫婦

世帯
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令和３年平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

23.3% 25.7% 27.8%

総世帯数 14,67812,784 12,989 13,069 13,174

総人口に占め
る割合

11,369

７５歳以上人口 6,6044,048 4,625

(3)人口・世帯の推移　　

40,938 37,773 36,360総人口 35,66747,685 45,460 43,302

35.9%

9,667 10,606 11,132６５歳以上人口 13,04812,118 13,038

総人口に占め
る割合

36.6%20.3%

5,667 6,412 6,365 6,597

32.1%

18.5%8.5% 10.2% 13.1%

14,552 14,739

15.7% 16.9% 18.1%

総世帯に占め
る割合

60.5%52.3% 55.4% 56.5% 61.3% 59.3% 60.2%

高齢者のいる
世帯数

8,8826,692 7,193 7,380 8,072 8,630 8,866

高齢者夫婦世
帯

1,338788 1,007 1,190 1,021

総世帯に占め
る割合

高齢者一人世
帯

1,460710 906 1,043 1,055 1,212 1,390

9.9%5.6% 7.0% 8.0%

1,057 1,317

8.0% 8.3% 9.4%

※平成7年～平成27年は国勢調査、令和２年・令和３年は各年度末の住民基本台帳による。
　高齢者一人世帯・高齢者夫婦世帯は、すべて高齢者実態把握事業による。

総世帯に占め
る割合

9.1%6.2% 7.8% 9.1% 7.8% 7.3% 8.9%
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２．介護認定の状況

(1)要介護認定者出現率（第１号被保険者に対する割合）の推移

年度 Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２ Ｈ２７ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

第１号被保険者数
（６５歳以上） 10,817 11,288 11,417 12,505 13,011 13,009 13,025

要支援 120 244

要支援１ 141 298 277 290 312

要支援２ 296 337 356 357 318

要介護１ 292 524 380 540 506 536 545

要介護２ 242 302 464 509 507 437 409

要介護３ 184 256 318 343 398 412 432

要介護４ 182 224 307 322 383 366 389

要介護５ 149 232 339 298 289 287 272

計 1,169 1,782 2,245 2,647 2,716 2,685 2,677

要介護認定者出現率
【宍粟市】 10.8% 15.8% 19.7% 21.2% 20.9% 20.6% 20.6%

要介護認定者出現率
【兵庫県】 11.1% 17.1% 17.8% 18.9% 20.0% 20.1% 20.4%

要介護認定者出現率
【全国】 11.4% 16.1% 16.9% 17.9% 18.5% 18.7% 18.9%

※要支援１・２の区分は、H18年度より改正される。

※介護保険事業状況報告月報は、その月の死亡者・住所地特例者などを含む。

※出現率は、厚生労働省ホームページの介護保険事業状況報告（各年度末時点）による。

要　介　護　認　定　者　出　現　率

10.8%

15.8%

19.7%

21.2%
20.9% 20.6%

20.6%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

22.0%

Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２ Ｈ２７ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

要介護認定者出現率【宍粟市】

要介護認定者出現率【兵庫県】

要介護認定者出現率【全国】
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(2)軽度要介護認定者出現率の推移

年度 Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２ Ｈ２７ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

第１号被保険者数
（６５歳以上） 10,817 11,288 11,417 12,505 13,011 13,009 13,025

要支援 120 244

要支援１ 141 298 277 290 312

要支援２ 296 337 356 357 318

要介護１ 292 524 380 540 506 536 545

計 412 768 817 1,175 1,139 1,183 1,175

軽度要介護認定者
出現率【宍粟市】 3.8% 6.8% 7.2% 9.4% 8.8% 9.1% 9.0%

軽度要介護認定者
出現率【兵庫県】 4.6% 9.2% 8.9% 10.2% 11.0% 11.1% 11.3%

軽度要介護認定者
出現率【全国】 4.6% 8.0% 7.5% 8.6% 8.9% 9.1% 9.2%

※要支援１・２の区分は、H18年度より改正される。

※介護保険事業状況報告月報は、その月の死亡者・住所地特例者などを含む。

軽　度　要　介　護　認　定　者　出　現　率

※出現率は、厚生労働省ホームページの介護保険事業状況報告（各年度末時点）による。

3.8%

6.8% 7.2%

9.4%

8.8% 9.1% 9.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

11.0%

12.0%

Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２ Ｈ２７ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

軽度要介護認定者

出現率【宍粟市】

軽度要介護認定者

出現率【兵庫県】

軽度要介護認定者

出現率【全国】
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【１】認定区分別

第１号被保
険者

第２号被保
険者

第１号被保
険者

第２号被保
険者

第１号被保
険者

第２号被保
険者

第１号被保
険者

第２号被保
険者

要支援１ 119 3 120 0 116 2 132 2

要支援２ 85 2 85 4 81 1 75 2

要介護１ 174 10 135 1 161 5 168 2

要介護２ 78 4 72 1 61 2 69 4

要介護３ 42 1 41 2 34 2 52 0

要介護４ 49 3 37 4 39 5 43 4

要介護５ 38 3 30 3 26 2 33 0

非該当 7 1 7 0 4 0 0 0

合計 592 27 527 15 522 19 572 14

前年比 100.9% 96.4% 89.0% 55.6% 99.1% 126.7% 109.6% 73.7%

【２】年齢別（非該当を除く）

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

65歳未満 31 15 23 17

65～69 48 38 45 31

70～74 55 64 60 66

75～79 97 91 111 89

80～84 137 131 110 143

85～89 166 122 109 135

90歳以上 77 74 79 105

合計 611 535 537 586

【３】第２号被保険者の特定疾病別人数

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

10 5 6 5

1 0 1 3

1 1 1 0

9 9 8 4

1 0 0 0

3 0 0 0

0 0 0 0

0 0 3 1

0 0 0 0

1 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 1

26 15 19 14

Ｒ2年度 Ｒ３年度

(3)新規認定者の状況

　新規認定者数は、年間の審査件数を集計しています。
　新規認定者数の年次推移は、介護予防事業の事業効果を評価する資料になります。

Ｈ30年度 Ｒ元年度

※宍粟市介護保険事業システムによる。

骨折を伴う骨粗鬆症

後縦靭帯骨下症

脊髄小脳変性症

合計

両側の膝関節又は股関節に著しい障害を伴う変形性関節症

脊柱管狭窄症

関節リウマチ

※宍粟市介護保険事業システムによる。

※宍粟市介護保険事業システムによる。

脳血管疾患

糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症及び糖尿病性網膜症

パーキンソン病関連疾患

がん（末期）

慢性閉塞性肺疾患

初老期における認知症

筋萎縮性側索硬化症

多系統萎縮症
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572 20.9%

22,364

山崎南 5,516 1,681 30.5% 349 20.8%

7,515

波賀 3,265 1,400 42.9% 302

45.4% 286

35,667 13,048

(4)要介護認定者の圏域別状況

認定者数 認定率

21.3%35.0%山崎西 8,850 3,094 658

※参考数値

高齢化率高齢者人口人口中学校区圏域

山崎

※認定率＝
　認定者数÷高齢者人口

33.6% 1,579 21.0%

山崎東 7,998 2,740 34.3%

19.5%

一宮

波賀 21.6%

計 7,416 2,943

計

36.6% 2,740

一宮北 2,851 1,227 43.0% 265

一宮南 4,565 1,716 37.6% 308

21.6%

17.9%

39.7% 573

※人口は住民基本台帳による。

千種千種 24.0%2,622 1,190

21.0%計

年度

第1号（65歳以上）
認定者数

第2号（40歳～64歳）
認定者数

Ｒ２

2,7162,688 2,735

2,762

46

計

(5)第1号・第2号被保険者の要介護認定者数の推移

H29 H30

2,726

Ｒ３

2,677

5 4 39

年代 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～64歳

3

認定者数 1 14 24 39

計

認定者数 5 10 4 8

※厚労省ホームページの介護保険事業状況報告による。

介護度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

2,685

2,740 2,789

Ｒ元

7 5

計

39

計

(6)第2号被保険者の要介護認定状況

圏域 山崎圏域 一宮圏域 波賀圏域 千種圏域

2,716

52 54 41 39

認定者数 19

要介護３ 要介護４ 要介護５

8
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(７)要介護認定者と事業対象者の障害区分別人数

　要介護認定者（第１号被保険者・第２号被保険者）と事業対象者を認知症高齢者の日常生活
自立度と、障害高齢者の日常生活自立度により区分した人数です。
　動ける認知症とは、高齢者の日常生活自立度（Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ｍ）かつ障害高齢者の日常生活
自立度（自立・Ｊ・Ａ）に該当する人です。認定者のうち、動ける認知症に該当する人は844
人、そのうち在宅で生活している高齢者は602人（844人の71.3%）を占めます。

なし Ⅰ Ⅱ Ⅲ～Ｍ

認知症高齢
者自立度

障害高齢者
自立度

計
認知症なし

物忘れあるが、
日常生活は
、ほぼ自立

物忘れあるが、
支援すれば
自立できる

うち
在宅
再掲

うち
在宅
再掲

物忘れあり、
介護が必要

人数
うち
在宅
再掲

人数 人数

42
生活自立

人数
うち
在宅
再掲

人数
うち
在宅
再掲

自立・Ｊ

453 447 258 249 193 179 59

1,207 948

963 917

171 87 417 110 818
Ｂ・Ｃ

70 58 160 107
寝たきり

※宍粟市健康管理システムによる。
　その月の死亡者・住所地特例者などを含む介護保険事業月報とは数値が異なる。

2,988 2,227計 789

準寝たきり

Ａ

266 247 349 320

280752 767 676 703 519 729

339 253 253 128

362
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